
エムールグループの取り組み内容と実績

眠りで世界の人を元
気にする

組織で取り組む睡眠
改善

環境改善

■寝具家具の企画開発/EC販売 年間20万人以上がご利用 ■仮眠空間の提案と提供

国内最大級のコワーキン
グスペースプロバイダー
。wework入居者が利用
する仮眠スペースとして
、マットレスや枕のほか
、光や音を含めた空間を
設計、提供。



■従業員の睡眠調査/分析 ■アスリートの睡眠改善支援

アビームコンサルティング株式会社
日本発のグローバルコンサルティングファーム。経営戦略として働き方改
革「Workstyle Innovation」を推進し、社員を「Business Athlete」と
捉えた組織運営を行っている。スリープテクネ社では延べ第4タームに渡
って同社の睡眠分野をサポートしている。

他実績多数

日テレ・東京ヴェルディベレーザ
日本女子サッカーリーグに所属する女子サッカーチ
ーム。主要タイトル獲得数は、なでしこリーグ所属
チーム中最多の計51回で、多くの日本代表選手を
輩出している。複数年に渡って睡眠改善をサポート
。

習慣改善



■健康経営通信の発行 ■EMOOR TOKYO/睡眠に関するWebメディアサイト運営

企業の経営者、総務人事担当向けに提供しているフリーペーパー。
睡眠を経営に取り入れる実例や、従業員への睡眠実態調査結果から言えるこ
となど、独自の視点でメディアを作成し、発信している。

睡眠環境、習慣に関して、すでに公開されている研究論文をベースに、
一般の方にもできるだけわかりやすくお伝えしていくことを目的とした
Webメディアサイト。豊富なコンテンツは無料で公開している。

啓発事業



啓発事業

■働く方向けの睡眠セミナーの開催 ■コロナ禍における情報発信

三菱地所が運営する参加型健康増進プログラム「丸の内ヘルスカンパニー」
の一環として、「睡眠チャレンジ」を企画開催。睡眠を計測して競い合うゲ
ーム性を取り入れることで、多くの方にご参加頂いた。

コロナ禍でSTAY HOMEが求められる中、睡眠・生活
研究所より全4回に渡って、睡眠に関する啓発コンテン
ツを発信。



①
②



睡眠の質を向上させるために

 寝室に日の出をつくる
（起床前漸増光照射：照明器具あり）

 いきなりの大きな音で起きない、起こさない
 起床後カーテンを開け、窓越しで良いので光
を浴びる

 朝ごはんはしっかり食べる
 行動のスイッチを入れる（ラジオ体操、着替え、
化粧 等々）

 日中はしっかり頭と身体を使う（仕事、勉強、読書、
スポーツ、コミュニケーション、）

 昼食後に10分～20分の仮眠（15時以降は仮眠
、居眠りをしない

 夕方頃のウオーキング、有酸素運動で体温を
上げる

 自分なりのストレス解消法を意識する（睡眠、食事、
運動、おしゃべり、買い物、カラオケ）

 夕食は就寝時刻の2時間前までには済ませる
 夕食時や就寝前までのアルコールやカフェインは
控えめに（個人差在り）

 就寝１～２時間前にはスマホやタブレット、パソコン
などの液晶画面を凝視することを止める

 入浴は就寝直前は熱すぎないよう、暑いお
風呂が好きな人は就寝より1時間前くらいに

 入浴はシャワーより湯船に浸かる

 入浴時に蒸しタオルで顔や首周りを温める

 入浴剤の香りや色を楽しむ

 浴室は暗めの光環境がリラックスできる

 就寝1時間～30分前ぐらいから居室の照明を徐々に

暗く

 パジャマなどの寝衣に着替えるのも眠りのスイッチを

入りやすくする

 就寝前の水分補給（命の水：麦茶など、カフェインや

アルコールを含まない飲み物）

 信頼できる人との安らぐ会話（コミュニケーション

「おやすみなさい」だけでも）

 好きな音楽、懐かしい音楽も副交感神経を有意にする

 読書、ストレッチなどの就寝前のルーティーンを決め

ておく

 明日の楽しみな事を一つ考える（どこへ、誰と、

何を、・・・）

 照明やテレビ、ラジオなどを付けて就寝する場合は

30分以内のオフモードで

 就寝時刻、起床時刻を毎日子どもは1時間以上、

大人は2時間以上ずらさない

できる事一つから
始めましょう❣



日本睡眠改善協議会（人々の健康、QOL向上、企業の健康経営を目指し）

53

基礎講座

「睡眠改善学」
に「子どもの教
育と睡眠」

応用講座

「睡眠改善学」
に「現場にお
ける指導法」

2006年から30回

の養成講座を開
催しています

2012年からは大

学認定のインスト
ラクター制度がで
き、富山大学でも
２０人が合格して

います！
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コロナ時代を元気に生き抜くために・・・

⚫ ヒトは昼行性であることを忘れずに！

⚫ 親しき仲こそソーシャルディスタンス！

⚫ 海外旅行もしないでソーシャルジェットラグは

とても残念！

⚫ マスク、手洗いは周囲の人への思いやり！

⚫ 生産性、創造力、思考力、人間関係、

人間力の向上は

「睡眠習慣の改善」から！

レジリエントな
三間

（人間、空間、
時間）創り❣
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ご清聴ありがとうございました！



「とやま」の実態と対策」
ま と め
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今回の富山県内の調査から

（情報通信業65％の日勤ビジネスパーソンメインの877件の分析から）
⚫ 睡眠に不満64％

⚫ 男性（61％）より女性（71％）に不満高い

⚫ 20～49歳の不満（70％前後）が高い

⚫ 睡眠時間は男性（366➡436分）も

女性（362➡442分）も理想値より1時間以上不足、特に女性が6時間以下多い

⚫ この1年で睡眠時間が減った人26％、起床時気分が悪くなった人32％、変わら
ない人は6割 （世界的な調査でも睡眠状況は悪化しているとの報告）

⚫ 日中の眠気を感じる人66％（うち毎日感じる人13％）

⚫ 日中の眠気は13～14時が35％、14～15時が21％

⚫ 眠気が仕事に及ぼす影響は業務効率低下が73％、作業ミス増加25％

⚫ 眠気対策はカフェイン52％、体を動かす43％、仮眠をとる14％ など

⚫ 仮眠は取れる環境にない55％

⚫ 遅寝早起きが睡眠不足になっている、6時間以下になると不満足感高い

⚫ 24時以降の就寝と、起床は何時でも不満傾向

⚫ 24時以降就寝が睡眠6時間以下になりやすい

⚫ 40代から睡眠が短めの人が35％程度に増える傾向
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⚫ 睡眠の悩み
（中途覚醒44％、熟眠困難36％、慢性睡眠不足31％、起床困難30％、

入眠困難20％、早朝覚醒12％、中途入眠困難11％、悩みなし15％）

⚫ 中途覚醒は年齢と共に増加、男女ともに40代から4割を超えて増加傾向

⚫ 熟眠困難は各年代に30％強、30代女性では51％と特に多い（育児？）

⚫ 慢性睡眠不足も30代男女に多く40％を超えている。60歳以上の女性にも多い

⚫ 起床困難は若い世代ほど多い（20代30代女性60％以上、60代男性６％）

⚫ 入眠困難が20代女性と30代男性にやや多く30％以上なのはスマホ等の光環
境に課題があるかも？

⚫ 早朝覚醒は男性に多い。とくに50代男性が18％で最も多い。

⚫ 中途入眠困難は年齢と共に上昇傾向だが男性に多い。とくに60歳以降では女
性０％、男性16％

今回の富山県内の調査の傾向（つづき）

すぐに、ぐっすり、すっきり！
に憧れますが、現実は？



⚫ 睡眠を妨げる要因
⚫ ストレス（全世代で40％以上、男性に多い傾向）、寝具内でのスマホやゲーム（

20代30代が多く、とくに女性）、帰宅時間の遅さ（20代女性、20・30代男性が多
い傾向、通勤時間60分以上も遅くなる）、早く起きるため（30・40・50代女性に多
い傾向）、生活リズムの乱れ（20代と60代女性26％、20代・30代・40代男性も
25％程度）、家事（30・40・50代女性に圧倒的に多い） 、育児（30代女性37％
、40代21％が多い）など

⚫ ストレスの内容は、仕事の量や内容（39％）、家庭や家族関係（29％）、職場の
人間関係（）28％が主である。

⚫ 生活習慣・環境の課題
⚫ 就寝直前まで明るい93％全世代の課題、ベッドで作業66％若い世代ほど、休
日の寝だめ47％若い世代ほど、就寝前の飲酒24％で40代以上男性に多い、
就寝前の食事22％（30代から50代の男性に多い）、運動習慣21％とくに50代
以上の男性に課題、電気をつけたまま就寝19％、不適切な仮眠16％20代30

代男性は30％以上、朝食欠食16％特に20代30代の男女は5人に一人欠食。60

今回の富山県内の調査の傾向（つづき）
職場も家庭も支え合い！
互いが人生の伴走者に！

今日から改善できる習慣を
一つ「快眠宣言」しては！？



今日からでもじゅうぶん間に合います❣

⚫ 自分の睡眠を知る

⚫ 睡眠を科学的に理解する（正しく理解・活用：リテラシー）

⚫ 睡眠を妨げる要因（刺激）を改善する

⚫ 社員、従業員の健康管理が生産性向上の鍵

⚫ 人生100年時代をレジリエント（弾力的・柔軟）に

生きるために

⚫ 自分と家族と、社会の人々の眠りを大切に❣

（家庭の仕事も働き方改革！）

⚫ 就寝前には明日の楽しみな事を❣

朝は目覚めたことに感謝
61
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